
生命創薬科学科
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　基礎科目　 3 年／後期　 1.5 単位　必修科目

科目責任者 樋口　和宏（機能分子化学研究室）

■ 教育目的
　金属イオンの関与する生物学的機能は生命過程に必須であり、金属タンパク質の機能解明や錯体医薬品の開発は、生物無
機化学という分野として発展してきた。また、有機金属錯体の持つ多彩な触媒作用は様々な合成反応として応用されている。
これらの錯体の性質、機能を理解するため、基礎的理論、反応、応用について学習する。

■ 学習到達目標
1. 錯体の命名ができ、その立体的な構造を記述できる。
2. 錯体の分子軌道について理解する。
3. 金属と生体機能との関わり合いについて記述できる。
4. 活性酸素と金属錯体の関わりを理解し、酸化還元酵素などと低分子化合物の代謝機構について論述できる。
5. 医薬品や診断薬に於ける金属錯体の役割を説明できる。
6. 遷移金属錯体と有機化学反応との関係について説明できる。

■ 準備学習（予習・復習）
予習：基礎化学と物理化学１の講義資料を熟読しておくこと。
復習：講義プリントの復習を行うこと。

■ 授業内容
No. 項目 授業内容 SBO コード
1 錯体化学の基礎 錯体化学の基礎

錯体の命名法、構造異性体
2 錯体の分子軌道と物性 原子価結合法と分子軌道法

結晶場理論と配位子場理論
錯体のスペクトル

3 有機遷移金属錯体の化学① 有機遷移金属錯体の配位子について
配位子置換反応

4～5 有機遷移金属錯体の化学② 有機遷移金属錯体の反応
パラジウムを用いたカップリング反応
アルケンの触媒的水素化

6～8 生体機能と錯体 人体中の元素濃度、生体微量元素の機能
酸素の運搬・貯蔵を行う金属錯体
酸化還元系における錯体
ビタミン・補酵素

9～12 医薬品として用いられる錯体 抗潰瘍剤（Al）、ブレオマイシン（Fe）、光線力学療法に
おける光増感剤（Na）、シスプラチン（Pt）、リウマチ治
療薬としての金錯体（Au）、糖尿病治療への可能性（V）、
MRI 造影剤（Gd）、その他の代表的な無機医薬品

13～15 環境と錯体 電子伝達系を形成する錯体（窒素固定）

■ 授業分担者
伊藤　元気（No.1～ 5）、樋口　和宏（No.6～ 15）

■ 課題（レポート、試験等）のフィードバック及び成績評価方法
期末試験の成績（100％）で評価する。

■ 参考書
『シュライバ－・アトキンス無機化学（上）（下）第 4版』田中　勝久、平尾　一之、北川　進　訳（東京化学同人）
『基本無機化学　第 3 版』　荻野博、飛田博実、岡崎雅明　著（東京化学同人）
『マクマリー一般化学（下）』JOHN McMURRY, ROBERT C. FAY著（東京化学同人）
『ベーシック薬学教科書シリーズ無機化学』青木　伸　編（化学同人）
『生物無機化学－金属元素と生命の関わり－』増田秀樹、福住　俊一　編著（三共出版）
『リパード・バーグ生物無機化学』松本　和子　監訳（東京化学同人）
『無機化学物・錯体－生物無機化学の基礎－第 2版』梶　英輔　編著（廣川書店）
『分子軌道法をどう理解するか』吉田　政幸　著（東京化学同人）
『有機合成のための遷移金属触媒反応』辻　二郎　著（東京化学同人）
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